
























































































































































































































には29.6％、2010年には33.9％に達した（cf. Autorengruppe Bildungsberichterstattung, 2012, p.95）。































































































































































て実証的に論じた（cf. Klein & Kissling, 2012）。この論文は、“Vierteljahrsschrift für wissenschaftliche 
Pädagogik“に掲載されている。
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